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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、ヘテロ二量体サイトカイン受容体のインターロイキン3特異的サブユニットである。この受容体は、インターロイキン3（IL3）、コロニー刺激因子2（CSF2/GM-CSF）、およびインターロイキン5（IL5）の受容体に共通する、リガンド特異的αサブユニットとシグナル伝達βサブユニットから構成される。このタンパク質のIL3への結合はβサブユニットに依存する。βサブユニットはリガンド結合によって活性化され、IL3の生物学的活性に必須である。この遺伝子とコロニー刺激因子2受容体α鎖（CSF2RA）をコードする遺伝子は、X染色体またはY染色体のX-Y擬似常染色体領域においてサイトカイン受容体遺伝子クラスターを形成する。異なるアイソフォームをコードする選択的スプライシング転写バリアントが見出されている。 [RefSeq提供、2012年6月],ドメイン：ボックス1モチーフはJAKとの相互作用および／または活性化に必須である。,ドメイン：WSXWSモチーフは、適切なタンパク質フォールディング、ひいては効率的な細胞内輸送および細胞表面受容体への結合に必要と考えられる。,機能：これはインターロイキン-3の受容体である。,その他：このタンパク質をコードする遺伝子は、X染色体およびY染色体の擬似常染色体領域1（PAR1）に位置する。,類似性：I型サイトカイン受容体ファミリーに属する。タイプ5サブファミリーに属する。,サブユニット：αサブユニットとβサブユニットのヘテロ二量体。βサブユニットはIL-3、IL-5、およびGM-CSF受容体に共通である。,
	研究分野
	サイトカイン-サイトカイン受容体相互作用;アポトーシス阻害;ミトコンドリアアポトーシス;アポトーシスの概要;Jak_STAT;造血細胞系統;
	画像データ
	

	IL-3Rαポリクローナル抗体を用いたHepG2細胞のウェスタンブロット分析。二次抗体は1:20000に希釈した。
	

	パラフィン包埋ヒト結腸の免疫組織化学分析。1、抗体を1:200に希釈した（4°、一晩）。2、高圧高温EDTA（pH8.0）を抗原賦活化に使用した。3、二次抗体を1:200に希釈した（室温、30分）。
	

	パラフィン包埋ヒト結腸の免疫組織化学分析。1、抗体を1:200に希釈した（4°、一晩）。2、高圧高温EDTA（pH8.0）を抗原賦活化に使用した。3、二次抗体を1:200に希釈した（室温、30分）。
	

	パラフィン包埋ヒト結腸の免疫組織化学分析。1、抗体を1:200に希釈した（4°、一晩）。2、高圧高温EDTA（pH8.0）を抗原賦活化に使用した。3、二次抗体を1:200に希釈した（室温、30分）。
	

	パラフィン包埋ヒト腎臓の免疫組織化学分析。1、抗体を1:200に希釈した（4°、一晩）。2、高圧高温EDTA（pH8.0）を使用して抗原賦活化した。3、二次抗体を1:200に希釈した（室温、30分）。
	

	パラフィン包埋ヒト腎臓の免疫組織化学分析。1、抗体を1:200に希釈した（4°、一晩）。2、高圧高温EDTA（pH8.0）を使用して抗原賦活化した。3、二次抗体を1:200に希釈した（室温、30分）。
	

	パラフィン包埋ヒト腎臓の免疫組織化学分析。1、抗体を1:200に希釈した（4°、一晩）。2、高圧高温EDTA（pH8.0）を使用して抗原賦活化した。3、二次抗体を1:200に希釈した（室温、30分）。

